青明舎　フェイスシート

平成20年12月1日　担当：馬渡　道伸

	登　録　者
	氏　名　　　　松澤　智則　様
	男・女
	昭和46年12月9日生（36歳）

	
	〒　031-0846
	電話：
	0178-31-0684

	
	住所　八戸市鮫町松苗場2－29
	携帯：
	090-7336-0275

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	H7年7月（23歳時）
	罹患期間
	約13年

	
	入院回数
	4回
	延べ入院年数
	約4年6ヶ月

	医療機関
	松平病院（主治医：松平Dr）
	外来受診日
	4週間に1回

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	精神保健福祉手帳

	
	
	
	
	有・無
	5,000円
	2級

	経済状況
	年金
	障害基礎年金　2級（6.7万円）
	
	

	
	その他
	
	
	
	

	障害程度区分
	未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	
	

	日中活動の場
	自宅、貝塚(社会適応訓練事業所)
	
	
	

	住まいの場
	自宅
	
	
	

	利用年月日
	平成19年3月
	身長
	175cm
	体重
	85kg

	最終学歴
	仙台市内専門学校　中退
	免許・資格
	普通自動車免許

	職歴
	事業所先
	仕事の内容
	期間
	退職理由

	
	1 ハシブン
	靴の販売
	3ヶ月
	解雇

	
	2 共同物流
	食品の仕分け
	6ヶ月
	退職

	
	3 見心園
	老人ホームの介助補助
	
	入院したため

	
	4 茶居花
	接客・レジ等
	約4年間
	職場担当者の移動により自信を無くした

	保　護　者
	氏　名　　松澤　貞男　様
	続柄　父　（同居・否）

	
	住　所　　八戸市鮫町松苗場2－29
	電話　0178-31-0684

	関係機関
	・松平病院

・地域活動支援センター　ベルエポック

・訪問看護
	・地域生活支援センター　青明舎

・社会適応訓練事業所　株式会社　貝塚



	利用目的
	・就職について相談や活動を行う場所として利用する。

	入院・治療歴
	1､H*7年07月19日～H*8年03月12日
	松平病院　入院
	約8ヵ月

	
	2､H*9年07月29日～H*9年10月14日
	〃
	約3ヵ月

	
	3､H*9年10月21日～H12年02月29日
	〃
	約2年4ヵ月

	
	4､H12年03月04日～H13年04月02日
	〃
	約1年1ヵ月

	生活歴

八戸市にて出世。小中高と市内の学校を卒業し、仙台市内の専門学校に入学するが勉強についていけず、3ヵ月で中退する。その後は帰八し市内の靴販売員や、配送センターの仕分け作業に従事する。23歳の頃、妄想等（歌手の歌っている歌詞が自分の考えと同じであり盗聴されている。人をﾊﾞｶにしている。）が出現したことから、平成7年夏頃、松平病院精神科を受診し、統合失調症と診断され、8ヶ月間入院する。退院後は小規模通所授産施設「大輪」に約5年間通所する。大輪の利用期間中に2度の入院と見心園でのアルバイト経験がある。人間関係の不調で大輪を退所後、3ヶ月間松平病院のデイケアを利用している。その後、松平病院に併設する茶居花で接客やレジ等のアルバイトを4年間行う。しかし、信頼していた現場担当者が代わったことで以前のように仕事が出来なくなり退職する。退職後は地域活動支援センター「ベルエポック」を利用し就職活動を行う。当初は病気を隠して就職活動を行っていたが、就職できなかった為に病気を開示して就職活動を行う。平成19年3月から就労サポート機関として地域生活支援センター「青明舎」の利用を開始する。

	家族構成
	【家族状況】

現在は自宅で両親と本人の3人暮らしをしている。姉は結婚し仙台市内に住んでいるため、お盆・正月に会う程度との事。父は警備会社に勤務しており、朝6時～夜19時まで勤務しているとのことで「父とはあまり話さない」と話している。母は居酒屋を経営している。


平成20年12月1日　担当：馬渡　道伸

	氏　名
	松澤　智則　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　46年　12月　9日（36歳）


	長期目標（中期・短期）

	①就労訓練を継続し就労に必要な体力を身につける。

②生活リズムを整える（安定した睡眠時間の確保）

	これまでの経過（前回評価H20年6月2日）

	前回の問題点

①訓練の継続

H20年10月に5日間休むことがあったがその他は休むことなく訓練を行うことができている。また、休む際には必ず青明舎に相談し、その後事業所に連絡を入れるように決めている。

②生活リズムの安定

睡眠がとれず昼夜逆転になることがしばしばあり、体調を崩してしまうことがある。その為、訓練の無い日でも起床時間と就床時間を一定にするように本人と決めている。

【社会適応訓練】

H19年9月10日から株式会社　貝塚での職場実習を開始する。初めは週2日での実習を行い、徐々にステップアップをして、時間や日数を増やし（週3回・1日1.5時間）継続して実習を行っていた。実習内容については、事務所内の掃除、トイレ掃除等であり、その他軽作業である。職場の雰囲気にも慣れ、職員とも話す事ができるようになっている。

H20年7月から社会適応訓練を開始する。（週3日・1日1.5時間）最初の3ヶ月は休むこと無く訓練を行うことができていたが、10月中旬に体調を崩しており、5日間休んでいる。理由としては、睡眠時間が崩れてしまい、眠れない日もあり生活リズムが乱れてしまった。本人はすぐに病院受診を行い、主治医からは服薬調整を行い、様子を見る為毎週病院受診するようにと指示があった。その後は徐々に睡眠をとることができており、生活リズムの安定と体調の改善もみられた。11月は一度も休まずに訓練を行うことができている。

11月28日に、本人と訓練先の担当者（貝塚専務）、青明舎スタッフで訓練の振り返りを行っている。担当者からは、10月に休んだ他は休まずに訓練を行えている。また、職場にも慣れてきている為、訓練を増やしてはどうか、また、年末までカレンダー作業とダンボールのシール貼りの作業がある為、作業を増やしたいと話がある。本人と相談し現在は生活リズムも安定している為、作業日数を増やすことに決めている。12月からは、月・火・木・金（週4日・約2時間）としている。作業時間については、本人と相談しながら行なっていくこととしている。その他、体調が悪い時には無理をせず、青明舎へ必ず連絡をして相談するように決めている。また、生活リズム・睡眠時間が乱れた際には必ず病院受診を行なうことしている。

【今後について】
　定期的に面談を行い、本人の様子や訓練先担当者の評価を行ない、目標の再設定を行いながら、段階を踏んで徐々にステップアップを行なっていく。また、同時に安定した生活リズムを確立していく。

【本人スケジュール】
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	支援内容
	介入方法
	支援期間

	社会適応訓練について
	・訓練先に定期的に訪問を行い本人の様子について情

報収集を行なう。
・訓練を休んだ際には関係機関へ情報提供し、必要に応じて主治医へ報告する。

・月に一度、本人と訓練先の担当の方を交えて振り返りと、訓練目標の再設定を行なう。

・本人の様子を見ながら徐々に訓練時間と日数を増やしステップアップを行なう。
	2ヶ月

	生活リズムについて
(安定した睡眠時間)
	・本人や関係機関から情報収集を行ない本人の生活状況について把握する。また、生活リズムが崩れた際にはすぐに病院受診をしてもらう。
・定期的に本人と面談を行い、生活リズムについて振り返りを行い評価する。
・関係機関と連携をとりながら、本人の生活面についての支援を行なっていく。
	2ヵ月


プラン計画者　氏名：馬渡　道伸






貞男氏（65）





トミ子氏（62）








仙台市在住（39歳）











本人








